
3-17 

3.2.4 植物、動物の状況 

 植物 

調査区域における現存植生は図 3.2.4.1 に、潜在自然植生は図 3.2.4.2 に、特別緑地保

全地区は図 3.2.4.3 に示すとおりです。 

現存植生図によると、調査区域は、大部分に「市街地」及び「緑の多い住宅地」があり、

一部に「畑雑草群落」があります。対象事業実施区域は、大部分に「ゴルフ場・芝地」及び

「畑雑草群落」があり、一部に「クヌギ－コナラ群集」があります。 

潜在自然植生図によると、調査区域は、大部分に「シラカシ群集・典型亜群集」及び「シ

ラカシ群集・ケヤキ亜群集」があります。対象事業実施区域は、大部分に「シラカシ群集・

典型亜群集」があり、一部に「シラカシ群集・ケヤキ亜群集」及び「ハンノキ群落」が分布

しています。 

調査区域には、表 3.2.4.1 に示すとおり、特別緑地保全地区が指定されている区域があり

ますが、対象事業実施区域には存在しません。また、「神奈川県レッドデータ生物調査報告

書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館、平成 18 年７月）に記載された神奈川県のレッ

ドデータ植物群落（群落複合）や、「神奈川県レッドリスト＜植物編＞2020」（神奈川県環境

農政局緑政部自然環境保全課、令和２年 10 月）に記載された植物群落、「自然環境保全基礎

調査」（環境省）により選定された「特定植物群落」はありません。 

一方、調査区域には、表 3.2.4.2 及び図 3.2.4.4 に示すとおり、本市の名木古木保存事

業により指定された名木古木が 36本ありますが、対象事業実施区域には存在しません。 

 

表 3.2.4.1 特別緑地保全地区 

行政 

区分 
番号 名称 面積(ha) 指定年月日 

泉区 

1 鯉ケ久保特別緑地保全地区 1.7    平成 17年 3月 15 日 

2 古橋特別緑地保全地区 2.2 
当初 平成 23年 8月 5日 

変更 平成 25年 2月 5日 

3 鍋屋特別緑地保全地区 1.1    平成 25年 2月 5日 

4 和泉町関島特別緑地保全地区 1.5    平成 28年 7月 5日 

5 和泉町天王森特別緑地保全地区 0.6    平成 28年 7月 5日 

戸塚区 6 汲沢四丁目特別緑地保全地区 0.7    平成 26 年 2月 5日 

資料：「特別緑地保全地区、近郊緑地特別保全地区」（横浜市ホームページ、令和 3年 4月調べ） 
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図 3.2.4.1 現存植生図 
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図 3.2.4.2 潜在自然植生図 
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図 3.2.4.3 特別緑地保全地区図 
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表 3.2.4.2 名木古木一覧表 

行政 

区分 
番号 所在地 樹種 

樹齢 

(年) 

樹高 

(m) 

目通周 

(m) 

泉区 

1 和泉町 2299-イ スダジイ 750 12.3 5.8 

2 

和泉町 3193 イチョウ 390 30.0 3.8 

和泉町 3193 イトヒバ 390 25.0 3.5 

和泉町 3193 イトヒバ 390 20.0 2.8 

3 和泉町 3253 シラカシ 350 27.0 1.8 

4 下飯田町 743 イチョウ 420 30.5 4.8 

5 

中田町 3365 イチョウ 190 20.0 3.3 

中田町 3365 イチョウ 190 20.0 2.9 

中田町 3365 サカキ 220 10.0 0.8 

6 和泉町 3051 キンモクセイ 420 12.0 2.3 

7 中田東三丁目 22-21 サルスベリ 380 4.0 2.1 

8 
中田南一丁目 1385-1 シラカシ 300 16.0 2.7 

中田南一丁目 1385-1 ケヤキ 300 14.0 2.1 

9 和泉町 2313 番 チャボヒバ 120 6.0 0.85 

10 
和泉町 2312 番 1 ケヤキ 150 22.0 2.1 

和泉町 2312 番 1 ケヤキ 180 25.0 2.1 

戸塚区 

11 
汲沢四丁目 32-6 イチョウ 180 32.0 3.7 

汲沢四丁目 32-6 シダレザクラ 110 6.0 1.7 

12 

深谷町 1026 モミ 160 25.0 2.5 

深谷町 1026 ヒノキ 140 22.0 2.6 

深谷町 1026 スダジイ 110 25.0 2.7 

13 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 10.0 3.5 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 8.0 2.7 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 10.0 3.1 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 8.0 2.5 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 10.0 2.2 

原宿三丁目 17-8 スダジイ 240 10.0 5.4 

14 汲沢町 1273 モミノキ 180 30.0 2.5 

15 
汲沢町 251 ケンポナシ 130 12.0 1.1 

汲沢町 251 ケヤキ 380 18.0 4.5 

16 汲沢町 398-2 モチノキ 310 8.5 2.0 

17 

俣野町 585-1 タイサンボク 120 16.0 2.0 

俣野町 585-1 サルスベリ 120 8.5 1.2 

俣野町 585-1 シラカシ 200 7.5 2.3 

俣野町 585-1 モチノキ 200 7.5 1.5 

俣野町 585-1 イトヒバ 150 18.0 2.3 

※平成 31年 3月 13 日現在 

資料：「名木古木に指定された樹木一覧」 

（横浜市環境創造局みどりアップ推進部みどりアップ推進課、令和 3年 4月調べ） 
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図 3.2.4.4 名木古木位置図 
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2) 動物 

現存植生図（図 3.2.4.1 P3-18 参照）によると、調査区域は、大部分が「市街地」及び

「緑の多い住宅地」であり、一部に「畑雑草群落」があります。対象事業実施区域は、大部

分に「ゴルフ場・芝地」及び「畑雑草群落」があり、一部に「クヌギ－コナラ群集」があり

ます。 

調査区域には「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球

博物館、平成 18 年７月）に記載された、神奈川県における絶滅のおそれのある地域個体群

は存在しません。 

なお、「神奈川県鳥獣生息分布調査報告書」（神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課、

平成４年３月）及び「横浜の川と海の生物（第 14報・河川編）」（平成 28 年３月）において

報告されている調査区域周辺の主な動物相の確認状況は、表 3.2.4.3 に示すとおりです。哺

乳類はノウサギ、タヌキ、イタチ、アナグマが、鳥類はヤマドリ、タカブシギ、オオヨシキ

リ、アオジ等が、魚類はコイ、アブラハヤ、ドジョウ等が、底生動物はマシジミ、ハグロト

ンボ等が確認されています。 

 

表 3.2.4.3 調査区域周辺で確認されている主な動物相の一覧 

調査項目 
主な確認種 

資料① 資料② 

哺乳類 ﾉｳｻｷﾞ､ﾀﾇｷ､ｲﾀﾁ､ｱﾅｸﾞﾏ ― 

鳥類 

ｺｻｷﾞ､ｶﾙｶﾞﾓ､ﾄﾋﾞ､ｺｼﾞｭｹｲ､ﾔﾏﾄﾞﾘ､ｷｼﾞ､ｺﾁﾄﾞﾘ､ﾀ

ｶﾌﾞｼｷﾞ､ｲｿｼｷﾞ､ｺｱｼﾞｻｼ､ｷｼﾞﾊﾞﾄ､ｶﾜｾﾐ､ｺｹﾞﾗ､ﾋ

ﾊﾞﾘ､ﾂﾊﾞﾒ､ｷｾｷﾚｲ､ﾊｸｾｷﾚｲ､ｾｸﾞﾛｾｷﾚｲ､ﾀﾋﾊﾞﾘ､ﾋﾖ

ﾄﾞﾘ、ﾓｽﾞ､ｼﾞｮｳﾋﾞﾀｷ､ﾂｸﾞﾐ､ｳｸﾞｲｽ､ｵｵﾖｼｷﾘ､ｾｯｶ､

ｼｼﾞｭｳｶﾗ､ﾒｼﾞﾛ､ﾎｵｼﾞﾛ､ｶｼﾗﾀﾞｶ､ｱｵｼﾞ､ｶﾜﾗﾋﾜ､ｼ

ﾒ､ｽｽﾞﾒ､ﾑｸﾄﾞﾘ､ｵﾅｶﾞ､ﾊｼﾎﾞｿｶﾞﾗｽ､ﾊｼﾌﾞﾄｶﾞﾗｽ 

― 

魚類 ― 
ｺｲ、ｵｲｶﾜ、ｶﾜﾑﾂ、ｱﾌﾞﾗﾊﾔ、ﾀﾓﾛｺ、ﾄﾞｼﾞｮｳ、ﾎﾞ

ｳｽﾞﾊｾﾞ、ｵｵﾖｼﾉﾎﾞﾘ、ﾄｳﾖｼﾉﾎﾞﾘ類 

底生動物 ― 

ﾅﾐｳｽﾞﾑｼ、ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ、ﾋﾒﾀﾆｼ、ｶﾜﾆﾅ、ﾋﾒﾓﾉｱ

ﾗｶﾞｲ、ｻｶﾏｷｶﾞｲ、ﾀｲﾜﾝｼｼﾞﾐ、ﾏｼｼﾞﾐ、ｴﾗﾐﾐｽﾞ、 

ﾇﾏﾋﾞﾙ、ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ、ﾐｽﾞﾑｼ、ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ、 

ﾔﾏﾄﾇﾏｴﾋﾞ、ﾐﾅﾐﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ、ﾋﾗﾃﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ、ｽｼﾞｴﾋﾞ 

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ、ﾓｸｽﾞｶﾞﾆ、ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ、ｻﾎｺｶｹﾞﾛ

ｳ、ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ、ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞ

ﾛｳ、ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ、ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ、ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞ

ﾗｶｹﾞﾛｳ、ｱｼﾞｱｲﾄﾄﾝﾎﾞ、ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ、ﾀﾞﾋﾞﾄﾞｻﾅｴ、

ｵﾅｶﾞｻﾅｴ、ｱﾒﾝﾎﾞ、ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ、ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞ

ｹﾗ、ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ等 

資料①：「神奈川県鳥獣生息分布調査報告書」（神奈川県環境農政局緑政部自然環境保全課、平成 4年 3月） 

資料②：「横浜の川と海の生物（第 14報・河川編）」（横浜市環境科学研究所、平成 28年 3月） 
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表 3.2.4.3 に示した動物相について、表 3.2.4.4 に示す資料より選定を行いました。選

定基準との比較を行った結果、調査区域周辺で確認されている主な注目すべき種は、表 

3.2.4.5 に示すとおりです。イタチの哺乳類１種、ヤマドリ、タカブシギ等の鳥類 12 種、コ

イやアブラハヤ等の魚類５種、マシジミ、ハグロトンボの底生生物２種が確認されています。 

 

表 3.2.4.4 注目すべき種の選定基準（動物） 

文献及び法律名 選定基準となる区分 記号 

1 「文化財保護法」（昭和 25年、法律第 214 号） 
特別天然記念物 

天然記念物 

国特 

天然 

2 
「神奈川県文化財保護条例」 

（昭和 30年、神奈川県条例第 13号） 
県指定天然記念物 県天 

3 
「横浜市文化財保護条例」 

（昭和 62年、横浜市条例第 53号） 
市指定天然記念物 市天 

4 
「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する

法律」(平成 4年、法律第 75号） 

国際希少野生動植物種 

国内希少野生動植物種 

緊急指定種 

国際 

国内 

緊急 

5 
「環境省レッドリスト 2020 の公表について」（環境省、

令和 2年 3月）」 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧Ⅰ類 

絶滅危惧ⅠA 類 

絶滅危惧ⅠB 類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

情報不足 

EX 

EW 

CR+EN 

CR 

EN 

VU 

NT 

DD 

6 
「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川

県立生命の星･地球博物館、平成 18年 7月） 

絶滅 

野生絶滅 

絶滅危惧Ⅰ類 

絶滅危惧ⅠA 類 

絶滅危惧ⅠB 類 

絶滅危惧Ⅱ類 

準絶滅危惧 

減少種 

希少種 

要注意種 

注目種 

情報不足 

不明種 

EX 

EW 

CR+EN 

CR 

EN 

VU 

NT 

減少 

希少 

要注 

注目 

DD 

不明 
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表 3.2.4.5 調査区域周辺で確認されている主な注目すべき種 

項目 目名 科名 種名 
選定基準及びランク※1 

1 2 3 4 5 6※2 

哺乳類 ネコ目 イタチ科 イタチ      NT 

鳥類 キジ目 キジ科 ヤマドリ      VUa,b 

 チドリ目 チドリ科 コチドリ      注目 a 

  シギ科 タカブシギ     VU NTb 

 スズメ目 ヒバリ科 ヒバリ      減少 a 

  ツバメ科 ツバメ      減少 a 

  セキレイ科 キセキレイ      減少 a 

   セグロセキレイ      減少 a 

  モズ科 モズ      減少 a 

  ウグイス科 オオヨシキリ      VUa 

   セッカ      減少 a,b 

  ホオジロ科 アオジ      VUa 

  アトリ科 カワラヒワ      減少 a 

魚類 コイ目 コイ科 コイ      DD 

   アブラハヤ      NT 

  ドジョウ科 ドジョウ     NT  

 スズキ目 ハゼ科 ボウズハゼ      NT 

   オオヨシノボリ      NT 

底生動物 マルスダレ

ガイ目 
シジミ科 マシジミ 

    
VU  

 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ      要注 

※1 「選定基準及びランク」1～6は、表 3.2.4.4 の文献を参照。 

※2 「神奈川県レッドデータ生物調査報告書 2006」（神奈川県立生命の星・地球博物館、平成 18 年 7 月）に

おいて、鳥類は繁殖期または非繁殖期ごとにカテゴリーが設定されています。繁殖期及び非繁殖期の区

分は以下のとおりです。 

a：繁殖期、b：非繁殖期 

 

  



3-26 

3) 農地 

調査対象地域における自然的土地利用面積は、表 3.2.4.6 に示すとおり、泉区では 447ha

の農地があり、戸塚区では 290ha の農地があります。 

調査区域における農地の状況は、図 3.2.4.5 に示すとおりです。調査区域には多くの農地

が分布しておりますが、対象事業実施区域には農地が分布していません。 

 

表 3.2.4.6 農地の状況 

項目 
面積(ha) 

泉区 戸塚区 

農地 447 290 

資料：「横浜市 土地利用のあらまし 平成 26・27年度」（横浜市建築局企画部都市計画課、平成 30年 4月） 

 

 

  



3-27 

 

 

 

  

図 3.2.4.5 農地の状況 
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4) 森林 

調査区域における地域森林計画対象民有林及び保安林の分布状況は、図 3.2.4.6 に示すと

おりです。調査区域には多くの地域森林計画対象民有林及び保安林が分布しておりますが、

対象事業実施区域には分布していません。 
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図 3.2.4.6 森林地域の状況 
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5) 生態系 

調査区域には、表 3.2.4.7 及び図 3.2.4.7 に示すとおり、本市の「緑の 10大拠点」に指

定されている下和泉・東俣野・深谷周辺地区（横浜市水と緑の基本計画）や環境省の「生物

多様性保全上重要な里地里山」に指定されている下和泉・東俣野・深谷周辺（生物多様性保

全上重要な里地里山）があります。対象事業実施区域は、２つの地区に含まれています。 

 

表 3.2.4.7 生態系の状況 

番号 名称 所在地 備考 

1 
下和泉・東俣野・深谷周辺地区 

（横浜市水と緑の基本計画） 
横浜市戸塚区・泉区 緑の 10大拠点 

2 
下和泉・東俣野・深谷周辺 

（生物多様性保全上重要な里地里山） 
横浜市戸塚区・泉区  

資料：「横浜市水と緑の基本計画」（横浜市環境創造局政策調整部政策課、平成 28年 6月） 

「生物多様性保全上重要な里地里山」（環境省ホームページ、令和 3年 4月調べ） 
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図 3.2.4.7 生態系の状況 


